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【本検討会設置の目的】

「(仮称)羽田連絡道路」は、自然環境が豊かな多摩川に架かる新たな橋梁であ

り、海につながる広い水面やヨシ原、干潟等の水辺に調和するような景観形成を

図るとともに、快適な歩行者空間を創出することで象徴的な景観資源の形成を目

指す必要がある。

また、「(仮称)羽田連絡道路」は多摩川の第1橋となり、かつ我が国の成長戦

略拠点である羽田空港と殿町地区を結ぶ象徴的な橋であるとともに、日本の玄関

口とした景観づくりに努める必要がある。

このため、現在、設計及び施工中の羽田連絡道路の工事「都市計画道路殿町羽

田空港線ほか道路築造工事」を進めるにあたり、景観に関わる専門的な知識・経

験を有する有識者と関連する事業者・管理者等で構成する(仮称)羽田連絡道路の

景観に関わる検討会(以下「検討会」という。)を設置し、検討を行うものである。

【本検討会における検討項目】

本検討会の検討項目は、川崎市が施行する(仮称)羽田連絡道路の多摩川を渡河

する橋梁に関わる次のとおりの事項とする。

(1)鋼桁の色彩

(2)歩行者空間の色彩、高欄・防護柵の色彩・形状

(3)照明

(4)周辺との接続やその他付属物などに係ること

「(仮称)羽田連絡道路の景観に関わる検討会」について


